
L'ー お知らせ ・報告コーナー 被災地だよリ

下記のような新聞での申 L込みを募ったところ、希望者多数のため、

「神戸文化（中）ホール」へ、会場変更しま Lた。実行委員会は、

楽 Lい「会」が成功するよう、現在準備を進めています。

面越9し后責店呉全魯 でか会に団教

茎
の開らは豊体神春休み子ども劇場
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これ以上人災による犠牲者を出さないために

強力な絆を避難所になった神戸の学校現湯から全国へ
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第4号…記事のお知らせ

「教師の職務」について…． p1 

悲惨な記憶をどう受け止めるか？… p2~4 

妹を亡く Lた私が今言えること（手記）

被災地の子どもたちは今… P6 ・ 7 

お知らせ・輯告コーナー...p8 (8) 

神

戸

父
母
・
教
師
ら

シ
ン
ポ
ひ
ら
く

…p3•4 

「
哀
災
を
契
概
と
し
て
学
校
教

育
に
望
む
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
二
十
四
日
、

神
戸
市
中
央
区
の
私
学
会
館
で
開

か
れ
教
師
や
父
母
ら
約
六
十
人
が

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

全
教
神
戸
市
教
諏
員
組
合
、
新

日
本
婦
人
の
会
な
ど
七
団
体
と

「
市
民
教
育
瞑
座
実
行
委
員
会
」

が
開
い
た
も
の
。
落
語
家
の
露
の

団
六
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
三
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
発
言
し

ま
し
た
。

小
学
校
教
給
の
池
見
宏
子
さ
ん

は
、
「
復
興
」
に
よ
っ
て
、
菅
理

と
醗
争
に
よ
る
ゆ
が
み
が
学
校
現

場
に
も
ど
っ
て
き
た
こ
と
、
一

方、

い
ま
な
お
校
区
外
か
ら
の
通
学
を

よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
生
徒
が
い
る
実

態
な
ど
を
紹
介
。
長
田
中
P
T
A

会
長
の
担
原
実
さ
ん
も
、
子
ど
も

た
ち
の
生
活
に
影
響
を
与
え
て
い

る
、
被
災
地
の
生
活
再
建
の
困
鯉

さ
を
指
摘
し
ま
し
た
。

弁
顆
士
の
渡
部
吉
泰
さ
ん
は
、

懲
の
経
験
を
知
諏
化
し
、
学
校

で
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
ほ
し
い

な
ど
と
要
望
し
ま
し
た
。

参
加
者
を
ま
じ
え
て
、

「
荒
れ

る
」
学
校
現
場
の
現
状
や
、
こ
れ

に
た
い
す
る
教
師
や
父
母
の
と
リ

く
み
、
教
育
権
を
国
民
の
手
に
と

り
も
ど
す
た
め
の
方
向
性
な
ど
、

幅
血
く
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た。

ー

避難所運営を ー・

教職員の職務にして（さならない
兵庫県は下記のように、 「避難所運営は、教職員の職務とする」と発表し

ました。私たちta:、このたの新たな避難所運営に関わるマニュ，，ルが押しつ
けられ、唯でさ九子どもたちに向かつ時間が少ない中ますます忙しくなる事

に、憤りさえ感じます。

案提正改例条

教
員
の
大
災
害
対
応
で
兵
庫
県

全
国
初
、
手
当
を
新
設

学
校
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

「
安
全
と
安
心
・
成
長
」
の
拠
点
に

な
る
r)
と。

-

震
災
直
後
、
多
く
の
教
師
が
避
難
所
運
営
に
追
わ
れ
、
子
ど
も
違

に
関
わ
れ
な
か
っ
た
r)
と
が
、
今
な
お
多
く
の
子
ど
も
達
の
心
の
ケ
ア

が
必
要
な
状
態
乞
続
け
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

(
p
2県
・
市
の
調
査
に
よ
る
）

r)
の
教
訓
を
生
か
す
た
の
、
教
職
員
が
、
避
難
所
運
営
か
ら
で
き
る

だ
け
早
く
解
放
さ
れ
、
「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
と
安
心
を
保
障
す
る
取

り
組
み
に
専
念
で
き
る
事
」
乞
本
務
と
す
る
よ
う
強
く
訴
九
ま
す
。
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（震災 3周年） NHK裔噴f

悲惨な記憶をどう受け止めるか？
（子どもの心の関査より）

震災3年を経て．NHKは被災地での子ども達の震災で受けた心の傷の変化、

それをどう受け止めるかを特集しました。その内容の概略を紹介します。

| （災害時における子ども達の対処、その後の指導のあり方を考える参考にして下さい。）
●-

今なお

I「心の傷は癒えていない」
兵庫県教育委員会は、被災地で震

災を体験Lた小・中・高 17 0人を

対象に、 1995年～1997年の 3年間の

心に受けた傷の変化「災害弱者の疾病

症状(PTSD)」を潤査LまLた。その結果、

小学生は一番傷を受けやすいけれど、

その回復力も早い事がわかリま Lた。

I LかL3年経っても（当時の同じ年
！ 
j 代と比べて）今も、高い数値を示 L

Iていることがわかリます（ク万:1)。
つまリ子ども達の中に、 3年経って

も、心に受けた傷を処理 L切れてい

ない子どもがいるのです。それは、

異常な体験に対する正常な反応でも

あるのです。 死ぬような目にあっ

た人であれば、条件が揃えば簡単に

現れる症状であリ、それだけに、個々

の子ども達の災害時の状況をできる

だけ知っておくことが望まれます。

ふえる「体の不調・鬱状態」
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「時間が症状を熟成させる
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問への回答を点数化したも i · •·

その位が忘いほど

心の傷が伝ってし、る．． 

年度胴PTSO値の比較 ＿ 
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I 神戸市教育委員会では、被災地の
、小・中学生 1万人を対象に、 「心の
l 
l傷」の変化を調査 Lた結果、恐れや

I不安については、 4ヶ月から値は減 I
って感じなくなっています。 しか L

I体の不調や鬱については、 4ヶ月よ
リ6ヶ月がピーク、そ Lて4ヶ月よ

jリ2年後の方が高い結果が出ていま

lす（グラ72)。恐れや不安は最初の直接
の反応で早くおさまリますが、時が

経つにつれ、疲労感が増 L、思いを

巡らす中で具体的に浮かんできたこ

とが、体の不調をきたすようになる

のです。・子ども達は自らの体験を、

忘れよう、健気に封じ込めようとす

るのですが、それがかえって、心の

揺らぎの材料になる恐れがあると L

ています。
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現象」

「いらいらするか？ 」 「体の不調を

感じるか？」について、各年度別に、

中学生に尋ねた結果、 （ク・う73)のよ

うに、時が経つにつれその感じる度

合いが増 Lています。外傷的体験を

受けると、その当時は、ポーっとす

る（懐疑）状態ですが、それがイラ

イラ等身体的不調にまでくるには時

l間がかかることがわかリます。その
｛ 

iことを「時間が症状を熟成させる現
i象」といいます。

IIl:らいらするかつ年度別（中学生）

年

身近な人が、被害を受けた湯合、

時の経過とともに心はどのように変

化するか調査 Lた結果、それが友人

の場合は、時の経過とともに徐々に

癒されていますが、 「家族の死亡」

に限っては、時の経過とともにかえ

ってその心の傷は増す状態になって

いることがわかリます（グう74)。

家族の場合、信じられない状態が続

き、時間が経たないと心の中に「家

族の死」という厳 Lい現実を取リ込

＇めないためと思われます。今後ますlますそのケアの必要性が考えられま
す。

/r」l11を己じるか？年度別（中学生） 『、 友人がけが・ 死亡したか:.l-
1,0 

l t 
/0 

I・ 

子ども達との関わリ

子ども達の体験が個々によリ差が

！ぁリ違いが大きいので、震災のこと

！についてはなかなか触れることが難

！しく、関わることに葛藤 Lている教

師が多い現状があリます。 しか L関

わリながら、反応を示 Lたときどう

対応するかを考える事が大切と・いわ

れています。心に傷があるのにふた

をしてしまって、表面上明る〈振る

舞う湯合があリ、その方が深刻な事

態を生む結果になリやすいのです。
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子どもの視点に立って

多くの子ども達が、対象喪失とい

って、その子にとってかけがえのな

いものを失っている場合があリます。

例えば、震災の被害の大きいところ

では町の風景が変わって Lまい、子

どもの視点に立てば、自分の幼い時

の風景・歴史がかき消される喪失体

験を Lている場合があるのです。被

災体験時が幼い場合、特に本人が気

がつかず過ご Lがちですが、その

PTSDの現れ方に気をつける必要が，l

あリます。

(3) 



「心のケア」は、

「平和のパロメーター」
．災害が起きてからのフォローアッ

ブではなく、 「防災教育」の大切さ

を言っていま Lたが、それが「普段

からの人間関係・学校が子どもたち

にとって普段から安心と安全・成長

の場であるかどうか」の大切さであ

リ、今回の教訓を生かすことの大切

さであると感じま Lた。そ Lてこの

ような大型災害だけでなく、交通事

故・家族の死・火事など個別災害に

であった子どものケアも大事なので

す。日本ではそんな場合、今までは

お見算い • お悔やみ•お花等でその
当事者への慰めの心を表Lていま L
たが、常に、個別災害でも大型災害

でも専門的な「心のケア」を保証す

る事が大切であリ、それがどれだけ

保障されているかが、実はその社会

の平和のパロメークーでもあリ、そ

の社会の「心の豊かさの証」でもあ

るのです。

。
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本当の復興とは

そLて最後に「本当の復興」は、

町が新 Lく生まれ変わることではな

く、災害を受けたものが、そのつら

い体験から解放された時であるとい

っていま Lた。この番組を通じて、

今までの復興のあリ方が問われたの

と同時に、これからの復興のあり方

を考える貴重な問題を提起されたよ

うに思います。
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家
族
の
こ
と

震
災
か
ら

3
年
の
月
日
が
流
れ
、
私
た
ち
家
族
の
生
活
が
変
わ
り
ま
し
た
。
昔
は
優
し
か
っ
た

母
も
、
厳
し
か
っ
た
父
も
、

3
年
前
の
あ
の
日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。
母
は
病
気
と
自
分
の
こ
と

で
精
一
杯
に
な
り
、
あ
ま
り
私
の
方
を
見
な
く
な
り
ま
し
た
。
父
は
性
格
的
に
視
や
か
に
な
っ
た

よ
う
に
思
え
ま
す
。
妹
が
亡
く
な
っ
て

3
年
、
ま
だ
あ
の
震
災
ば
私
た
ち
家
族
の
心
に
大
き
な
傷

を
残
し
た
ま
ま
で
す
。

聞
か
れ
る
の
が
つ
ら
か
っ
た

「
妹
の
こ
と
」

，
 

こ
の

3
年
間
で
私
は
、
麦
面
的
に
は
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
せ
る
の
が
大
変
で
し
た
。
昔
か

ら
の
知
人
達
は
、
私
が
震
災
で
妹
を
亡
く
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
い
る
の
で
あ
ま
り
そ
の
事
に
対

（
 

し
て
触
れ
ず
、
今
ま
で
通
り
普
通
に
接
し
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
高
校
に
入
学
し
た
頃
に
で
き
た

友
人
は
と
う
て
い
そ
の
事
は
知
ら
ず
に
、
家
族
の
こ
と
を
聞
い
て
き
ま
す
。
そ
し
て
私
が
震
災
で

妹
を
亡
く
し
た
こ
と
を
言
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
湯
合
「
ご
め
ん
」
「
恙
い
こ
と
聞
い
た
」
な
ど
と

言
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
必
ず
と
言
っ
て
い
い
く
ら
い
同
情
の
目
で
見
ま
す
。
初
め
の
頃
は
何
だ

か
そ
の
こ
と
が
と
て
も
つ
ら
く
、
苦
痛
に
思
え
ま
し
た
。
そ
の
事
に
だ
い
ぶ
ん
慣
れ
て
く
る
と
、

私
は
だ
ん
だ
ん
と
嘘
を
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
坤
妹
は
何
人
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
「
一

人
っ
子
」
と
、
答
え
る
事
が
多
く
な
り
、
パ
リ
ア
意
識
と
い
う
の
か
、
自
分
の
心
の
中
に
他
人
を

あ
ま
り
立
ち
入
ら
せ
な
い
よ
ぅ
に
な
り
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
で
心
を
許
し
た
人
に
し
か
真

実
を
言
わ
な
く
な
り
だ
し
ま
し
た
。
そ
う
で
も
し
な
い
と
何
だ
か
必
要
以
上
に
気
を
逹
わ
れ
る
の

が
と
て
も
い
や
だ
っ
た
の
で
す
。
私
と
し
て
は
み
ん
な
と
平
等
に
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
．
な
か

な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
今
も
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。

．

ス
ト
レ
ス
か
ら
病
院
通
い
に

そ
し
て
結
果
と
し
て
バ
リ
ア
意
識
が
強
く
な
っ
た
と
い
う
の
か
、
他
人
に
自
分
の
心
の
臭
ま
で

見
せ
な
く
な
り
、
そ
の
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
自
分
の
部
屋
で
す
ら
廷
ち
着
か
な
く
な
り
、
ス
ト
レ
ス

が
ど
ん
ど
ん
溜
ま
り
、
体
に
表
れ
ま
し
た
。
不
峨
、
イ
ラ
イ
ラ
、
慮
情
の
起
伏
が
激
し
く
な
り
精

神
科
に
通
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
特
別
に
何
を
す
る
訳
で
は
な
く
、
た
だ
い
ろ
い
ろ
話
を

す
る
だ
け
で
す
が
、
そ
の
時
だ
け
は
不
思
議
と
安
心
感
を
覚
え
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
一

済
ま
ず
、
次
か
ら
次
へ
と
心
の
病
は
私
た
ち
家
族
を
む
し
ば
み
始
め
ま
し
た
。
今
も
私
を
苦
し
め

て
い
ま
す
。

、r
が
落
ち
着
く
場
所
、
「
震
災
奇
料
館
」

私
の
、
‘

で
も
私
に
と
っ
て
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
妹
の
通
っ
て
い
た
小
学
校
に
、
震

災
の
資
料
館
が
あ
る
こ
と
で
す
。
誉
通
、
人
が
亡
く
な
っ
て
も
、
迂
影
や
遺
品
は
家
族
の
元
に
し

か
残
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
妹
は
小
学
校
の
資
料
館
に
も
い
ま
す
。
初
め
の
う
ち
は
資
料
作
の
役
割
午

な
ど
大
し
た
も
の
で
は
な
い
と
、
思
っ
て
い
ま
し
た
が
今
年
の

1
月

1
7
日
に
久
し
ぶ
り
に
資
料
（

館
を
訪
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
は
震
災
の
日
が
怖
く
て
、
学
校
の
記
念
行
事
で
す
ら
出
ら
れ
な
い
状

氾
で
し
た
が
、
今
年
は
不
思
議
と
泣
ち
着
い
て
迎
え
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
考
え
方
が
変
わ

っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
、
妹
は
こ
の
資
料
館
で
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
小
学
校
で

の
歴
史
の
中
に
加
わ
っ
た
、
そ
ん
な
感
じ
で
し
た
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
そ
の
日
か
ら
私
の
感

情
の
中
か
ら

「
泣
く
、
悲
し
み
」

と
い
う
の
が
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
る
で
つ
き
も
の
が
泣

ち
る
か
の
よ
う
に
。
し
か
し
ま
だ
ま
だ
心
と
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
ま
せ
ん
。
多
分
こ
の
心
の

傷
は
一
生
私
に
つ
い
て
ま
わ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
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加
籐
さ
ん
は
、
被
災
当
時
我
が
子
を
亡
く
し
て
悲

L
む
両
蜆
を
見
て
、
自
分
が
頑
県
ら
な
け
れ
ば
と
思

い
、
自
分
の
翡
さ
を
で
き
る
だ
け
見
せ
ず
明
る
＜
過
ご
し
ま

L
た
。
で
も
そ
う
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
身

体
が
思
う
よ
う
に
い
か
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

今
は
、
身
体
の
治
療
を
受
け
な
が
ら
、
持
ち
前
の
明
る
さ
を
生
か
し
て
、

で
き
る
「
看
護
婦
」
を
目
指
し
勉
強
中
で
す
。

妹
を
亡
く
し
た
私
が
、

現
在
高
校

3
年

将
来
お
年
寄
リ
の
世
話
も

3
年

経

っ

て

、

今

言

え

る

こ

と

（
当
時
中
学
3
年

加

藤

い

つ
か
ヽ
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今， 被災地の子どもたちけ、今疇

前へ•＿ヅの「NH〖特集」のなかの、県教委、市教委の行った調査の結果でも

わかるように、 「心のケア」を必要とする児童生徒が急増 Lておリ、 「体の

不調や鬱状態」になる子ども達が増えています。

二次的ストレスの影響--〗〗戸＿
時が経つにつれ、直接的な影響は少なくなっているものの、復興の格差が

広がリ、相次ぐ転居、転校、親の失業等で、子ども達を取リ巻く学校・家庭

の環境が大きく変化、二次的なストレスが引き金になっているケースが目立

っています。 (97年 11月県教委発表・被災地便リ 2号参照）。

その傾向を裏付けるように今、被災地真っただ中の学校は、震災丸3年経

っても、まだ校区外通学を Lている子ども、校区外の仮設住宅から通ってい

る子ども達がおリ、復興が進まない困難な状況に加え、新たな事態が進行中

です。震災前の児童数平均3学級あったクラスが、地域の復興が進まないた

め、年度始めは、 40人ぎリぎリの 2学級でスクート L、年度途中予定外の

転出入が多く、 40人を越えるクラスが3学年 (5割）に上る学校が出ま L

た。そ Lて再び年度末には減少するため、全体と Lては元の児童数に回復L
ない状態です。 …グ

斎ご＼
ふえる年度途中、突然の転出入---{こそミ ー
その途中転出入の児童も、必ず Lも元いた児童ではない上、それぞれに大

きな問題を抱えた場合の方が多くなっています。親の養育義務が果たせず、

柁設から通うようになった子ども、突然夫婦のトラプルから居所を知らせな ，

いまま、転出入する子ども、やっと元の学校に戻ったものの、時の経遇を経

て気持ちが合わず、不登校になリがちな子ども等、全国的な厳 Lい競争・管

理社会が蘇る中でますます落ち着かず、ストレスをため荒々 Lい言動でトラ

プルを起こ Lたリ、体調を崩 Lやすい子どもが増えています。いつどこで、

学級が荒れても、そ Lて自ら被災者が多い教師自身の鍵康が犯されてもおか

Lくない現状です。

(6) 

一人一人に関わる取リ組みが必要-マ-/

そのような中でも、地道な取り組みで、普段荒っぼい言葉を吐いてストレ

スを発散させていた子どもが、震災 3年経って、みんなで当時を振リ返る中

で、自分の妹の死を「……妹が死んだなんて知リませんでLた。やいておこ

つを見る時、 ドキドキ LまLた。なきすぎて、目がいたくなリま Lた。」と
書き、その胸の内を見せるようになったリ、震災直後不登校になった子ども

が、 3年経ってやっと親から少 L離れて行動できるようになる等変化も見ら

れます。

LかL大半の子ども達は、当時からあリのままの自分を出すゆとリがない

まま生活 Lておリ、いつまでその頑張りが続くか心配です。県教委も震災に

よる心の傷は誰でも持っておリ、いつでも対応できる現湯の必要性を訴えて '

います。

十分な時間的人的ゆとリがほい‘ヘ- 0喜〗＂ -―̀---～ 
新たな防災マニュアル・防災教育の研修・現湯の実態を無視 Lた「押 Lつ

け教育改革」・「トライ・やるウィーク（押Lつけ・翼外活動）」等で現湯をますま

す忙 Lくするのではなく、復興教員をその学校による自由な裁量で、大幅に

受け入れ、何よリ 30人学級の実現等、普段から学校が「安心と安全、成長

の拠点」になるために、昨年発行 Lた「学校防災・神戸からの提言」による ，

震災の教訓を生か Lた取リ組み、十分な時間的人的ゆとりが望まれます。

次号よリ、連載のお知らせ…「神戸からの提言」

今後ますます真価を発揮する「学校防災・神戸からの提言」の中身につい

て、この紙上で紹介していきます。是非それぞれの学校づくリ、町づくリに

役立てるためご検討下さい。

f 次号発行予定•••5 月 17 日

/：りと日ふ5せ～下?)，0 ,； 

-/-〔）

をクーで見る被災地の現状（現在）

仮設での孤独死 (3 ~ 14) 1 9 9名

仮設住宅入居者 (3・ 1) 

兵庫県・ 2万3132世帯

（内、神戸市・ 1万5907世帯）


